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4月半ばから登園自粛をお願いしてから、1ヶ月半。保育室も今までにない状況に右往左往。日々の

お預かり人数も少なく、スタッフもそれに合わせた最小人数でなんとか保育を続けてまいりました。 

そういえば、あの時もこんなことがありましたっけ。 

東日本大震災直後、南軽井沢の古民家での保育をあきらめ、ここに移るまでの 2ヶ月を過ごした場所、

ちょうど、宮ヶ谷小学校裏の階段を上がった途中にある個人の二世帯住宅の 1階部分を間借りしての保

育。狭いスペースなので、多くても 5人ほどのお子さんしかお預かりしませんでした。その頃は、横浜

市乳幼児一時預かり補助事業応募前でしたので、保育の限界を感じつつ、この先、ひよこの保育室をど

うやって続けていくか、悩んだ時期でもありました。 

それを乗り越えた今、また新たな試練が…。コロナ克服は予防ワクチンができたとき、と言われてい

ます。まだまだ先のことになりそうですが、何とか踏ん張っていきたいと思っています。 

 

 

 

6月に入りました。皆さま自粛生活どのようにお過ごしでしたか？  

 

私はご飯を作っては食べを繰り返し、新しいメニューと脂肪を手に入れました。 

まだまだコロナウィルス収束には至りませんが、引き続き手洗い、うがい、マスク、そしてユーモア

と優しい心は忘れずに。 

笑うことは免疫力を高めます。小さな喜びを 見つけて楽しむことが、この難局を乗り切ることかな～、

と私なりに思っています。そしてお家にいても少しでもお子さまを太陽に当ててあげて下さいね。 

 

最後に私の好きな「日常の五心」言葉です。つい忘れがちになりますがこの言葉を意識したいと思っ

ています。 

一、「はい」という素直な心 

一、「すみません」という反省の心 

一、「おかげさま」という謙虚な心 

一、「私がします」という奉仕の心 

一、「ありがとう」という感謝の心 

 

（ひよこの保育室スタッフ 吉田 稚佳子） 


